
平安の昔から、
「昔の人」の懐かしい思い出を
呼びおこすとされた橘の花の香り。
その橘を最も好んだ「時の鳥（ホトトギス）」。

「CHRONOS 時の鳥」は、
ギリシア神話の「時の神」クロノスを頭上に戴き、

「時」の大空をはばたく鳥を
イメージしています。
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 Kyoto Tachibana University 
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「道」西平士紋
（本学経営学部学生／ tachibana photo）
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自治体は女性幸福度指標の導入を
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作品のウチソト 7
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イギリス女性生活誌 52
近代日本音楽史を彩る女性たち 13
私の読書の中のジェンダー
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巻頭エッセイ

よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）」
で
す
。

こ
れ
は
一
九
七
〇
年
代
に
当
時
の
第
四
代
ブ
ー
タ
ン
国
王
が
、
Ｇ

Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
に
代
え
て
提
唱
し
た
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸

福
）
に
倣
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
都
道
府
県
で
は
、
福
井
県
、

富
山
県
、
三
重
県
、
熊
本
県
な
ど
、
市
町
村
で
は
京
都
市
や
福
井

県
越
前
市
な
ど
が
幸
福
度
を
指
標
化
し
、
そ
の
向
上
を
政
策
目
的

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
策
目
標
と
し
て
の
幸
福
度
指
標
の
拡
が
り

　

幸
福
度
が
政
策
指
標
と
し
て
注
目
さ
れ
る
背
景
に
は
、
社
会
・

経
済
状
況
の
変
化
、
地
方
の
政
治
・
行
政
の
変
化
、
そ
し
て
新
し

い
政
策
評
価
軸
の
模
索
と
い
う
三
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
社
会
が
成
熟
す
る
と
、
効
率
や
公
平
の
観
点
か
ら
画

一
性
を
必
要
と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
と
の

間
に
ズ
レ
が
生
じ
ま
す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
産
出
）
よ
り
も
ア
ウ

ト
カ
ム
（
成
果
）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
ズ
レ
を

反
映
す
る
も
の
で
す
。
幸
福
度
指
標
は
変
化
に
対
応
し
、「
幸
福
」

と
い
う
広
い
概
念
に
よ
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
自

治
体
の
姿
勢
の
表
れ
で
す
。

　

第
二
に
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ
け
の
実
力
を
蓄
え
た
地
方

の
政
治
・
行
政
の
成
熟
が
あ
り
ま
す
。
地
方
分
権
改
革
以
来
、自
治

体
の
首
長
及
び
行
政
は
、
国

－

地
方
の
関
係
よ
り
も
住
民

－
自
治

体
の
関
係
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
実
績
と
信
頼
を
得
て
き
ま

し
た
。
幸
福
度
指
標
は
、
国
の
政
策
よ
り
も
地
域
課
題
を
優
先
し

て
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
の
理
念
が
結
実
し
た
も
の
で
す
。

　

第
三
の
背
景
と
し
て
、
自
治
体
行
政
の
新
た
な
政
策
評
価
の
模

索
が
あ
り
ま
す
。
行
政
学
者
村
松
岐み

ち

夫お

は
、
日
本
行
政
の
特
徴
は

「
最
大
動
員
」
で
あ
る
と
い
い
ま
し
た

1
。
こ
れ
は
近
年
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型

2）
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
雇
用
の
し
く
み
を
行
政
能
率
の

観
点
か
ら
述
べ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
ま
ず
職
務
（
ジ
ョ
ブ
）
内

容
を
固
め
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ん
で
採
用
す
る
欧
米
型

の
シ
ス
テ
ム
（
ジ
ョ
ブ
型
）
と
は
異
な
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
型
と
は
、
ま
ず
人
を
組
織
の
メ
ン
バ
ー
に
迎
え
入
れ
、
育
て
、

人
に
応
じ
て
仕
事
を
与
え
る
し
く
み
な
の
で
す
。ジ
ョ
ブ
型
で
は
、

人
は
ジ
ョ
ブ
以
外
の
仕
事
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

型
で
は
手
の
す
い
て
い
る
職
員
や
有
能
な
職
員
に
は
、
兼
務
や
併

任
―
こ
れ
ら
は
職
務
と
人
が
一
対
一
で
結
び
つ
く
ジ
ョ
ブ
型
の
欧

米
に
は
原
則
的
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
―
な
ど
を
通
し
て
多
く
の
仕

事
が
集
ま
り
ま
す
。
い
わ
ば
「
人
を
遊
ば
せ
な
い
」
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
こ
れ
を
村
松
は
最
大
動
員
と
呼
ん
だ
の
で
す
。
ジ
ョ
ブ
型

で
は
仕
事
は
職
務
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
最
大
動
員
で
は

仕
事
は
職
務
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
最
大
動
員
を
前
提
に
仕
事
の
評
価
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
た
と
え
ば
職
員
Ａ
さ
ん
が
、
本
務
と
兼
務
と
い
う
二
つ
の
仕

事
を
す
る
場
合
、
Ａ
さ
ん
の
兼
務
職
の
能
率
は
、
昨
年
、
本
務
の

み
を
行
っ
て
い
た
Ｂ
さ
ん
よ
り
も
劣
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
組
織
全
体
を
み
る
と
Ａ
さ
ん
の
貢
献
は
お
そ
ら
く
Ｂ
さ
ん
よ

り
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。
本
務
と
兼
務
と
い
う
個
別
の
職
務
を
評

価
し
た
の
で
は
そ
の
貢
献
は
と
ら
え
き
れ
ま
せ
ん
。
幸
福
度
指
標

は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
行
政
の
特
色
を
踏
ま
え
た
、
職
務
ベ
ー
ス

か
ら
住
民
ベ
ー
ス
へ
評
価
軸
を
転
換
す
る
自
治
体
の
政
策
技
術
開

発
の
試
み
で
す
。

最
大
動
員
の
課
題

　

最
大
動
員
に
は
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
を
遊
ば

せ
な
い
こ
と
を
超
え
て
「
無
制
限
無
定
量
」
の
働
き
方
を
求
め
る

危
険
を
は
ら
む
こ
と
で
す
。
一
九
八
〇
年
代
末
に
「
二
四
時
間
働

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
女
性
議
員
の
増
加

　

二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
七
日
に
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙

の
結
果
、
衆
議
院
の
女
性
議
員
は
七
三
名
（
一
五
・
七
％
、
定
数

四
六
五
）
と
過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
で
最
高
で

あ
っ
た
二
〇
〇
九
年
の
五
四
人
（
一
一
・
三
％
、
定
数
四
八
〇
）

か
ら
一
九
名
増
加
し
、
意
思
決
定
に
お
け
る
女
性
議
員
の
影
響
力

は
増
す
で
し
ょ
う
。
政
府
の
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（
二
〇
二
〇
）
は
、
二
〇
二
五
年
に
衆
院
選
の
女
性
候
補
者
の
割

合
を
三
五
％
ま
で
増
や
す
と
掲
げ
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
現
在

三
八
六
名
（
一
四
・
六
％
）
に
留
ま
る
女
性
の
地
方
議
員
の
数
（
総

務
省
調
べ
）
を
増
や
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
女

性
が
各
地
域
各
分
野
で
活
躍
し
、
頭
角
を
現
す
環
境
が
不
可
欠
で

あ
り
、
働
く
女
性
に
ワ
ン
オ
ペ
、
家
事
と
職
場
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク

を
強
い
る
日
本
型
雇
用
の
改
善
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
本
稿
は
、
近

年
自
治
体
で
広
が
る
幸
福
度
指
標
を
と
お
し
て
、
ク
ォ
ー
タ
（
役

職
の
配
分
制
）
や
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
政
策
的

優
遇
）
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、女
性
の
活
躍
推
進
を
考
え
ま
す
。

具
体
的
に
は
、自
治
体
で
広
が
る
幸
福
度
指
標
の
背
景
を
考
察
し
、

自
治
体
に
政
策
評
価
の
基
準
と
し
て
女
性
幸
福
度
指
標
を
採
用
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

幸
福
度
指
標
の
拡
が
り

　

近
年
、自
治
体
が
政
策
目
標
と
し
て
住
民
の
幸
福
向
上
を
掲
げ
、

評
価
指
標
と
し
て
幸
福
度
指
数
な
ど
を
掲
げ
る
例
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
嚆
矢
は
二
〇
〇
五
年
に
荒
川
区
の
西
川
太
一
郎
区
長
に

自
治
体
は
女
性
幸
福
度
指
標
の
導
入
を

竹
内
直
人
　
本
学
経
済
学
部
経
済
学
科
教
授

け
ま
す
か
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
大
動
員
は
高
度

経
済
成
長
時
代
に
形
成
さ
れ
た
男
社
会
の
労
働
規
範
で
あ
り
、
背

後
に
は
、
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う
役
割
分
担
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
規
範
は
政
治
の
世
界
で
は「
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義
」3）
と

な
り
、女
性
が
職
場
に
出
る
と
、女
性
を
ワ
ン
オ
ペ
、ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
女
性
は
キ
ャ
リ
ア
形

成
か
ら
降
り
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
大
動
員
の
問
題
点
は

働
く
女
性
に
集
中
的
に
現
れ
ま
す
が
、
実
は
働
く
男
性
に
と
っ
て

も
負
担
は
大
き
い
も
の
で
す

4）
。
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
、
働
き
方
改
革
と
し
て
始
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
ス
タ
ー
ト
は
二
〇
一
六
年
の
電
通
の
事
件
を
は
じ
め
多
く
の
過

労
死
事
件
に
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
と
ど
め
る
べ
き
で
す
。

　

幸
福
度
指
標
を
掲
げ
る
自
治
体
は
、
住
民
の
幸
福
に
は
女
性
の

幸
福
が
不
可
欠
で
あ
り
、
女
性
の
幸
福
度
向
上
は
男
性
の
幸
福
度

に
繋
が
る
こ
と
を
認
識
し
、
政
策
指
標
に
採
用
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
こ
れ
は
女
性
へ
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、男
女
が
と
も
に
幸
福
に
な
る
た
め
の
改
革
の
一
歩
で
す
。

そ
れ
は
ま
た
、
女
性
の
活
躍
に
つ
な
が
り
女
性
議
員
の
増
加
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

（
追
記
）

　

本
稿
脱
稿
後
、
石
破
首
相
は
施
政
方
針
演
説
（
一
月
二
四
日
）

で
「
国
民
一
人
一
人
の
幸
福
実
現
を
可
能
に
す
る
⋮
国
づ
く
り
」

を
め
ざ
す
と
述
べ
た
。
地
方
の
動
き
に
敏
感
な
石
破
首
相
ら
し
い

も
の
で
あ
り
、
実
現
を
期
待
す
る
。

【
参
考
文
献
】

 1）　

村
松
岐
夫
『
日
本
の
行
政
』
中
公
新
書
、
一
九
九
四
年
。
本
書
は
三
〇
年
前

に
日
本
行
政
の
最
大
動
員
が
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
先
見
的

な
も
の
で
、日
本
社
会
論
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
味
わ
い
の
あ
る
本
で
す
。

 2）　

濱
口
桂
一
郎
『
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
社
会
と
は
何
か
』
岩
波
新
書
、二
〇
二
一
年
。

 3）

前
田
健
太
郎
『
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
九
年
。

 4）　

竹
内
直
人
「
女
性
の
活
躍
を
阻
む
日
本
型
雇
用
制
度
」（
ク
ロ
ノ
ス
第
47
号
、

二
〇
二
二
年
一
〇
月
）。
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過
去
に

開
か
れ
た

窓
中世女性の花押と印判

野田 泰三
本学文学部歴史学科教授

拙
稿
）、文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
一
一
月

一
五
日
小
河
兵
庫
助
息
女
は
ふ
田
地
寄
進
状

（
正
明
寺
文
書
）や
永
正
一
八
年（
一
五
二
一
）

五
月
の
依
藤
つ
ほ
ね
福
田
保
西
条
代
官
職
請

文
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
曇
華
院
殿
古

文
書
」）
な
ど
、戦
国
時
代
の
播
磨
で
は
女
性

が
印
判
（
ハ
ン
コ
）
を
捺
し
た
文
書
が
確
認

さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
で
は
一
五
世
紀
末
か
ら
今
川
・
北

条
・
武
田
と
い
っ
た
戦
国
大
名
が
領
国
支
配

の
た
め
に
印
判
状
を
発
給
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
西
日
本
は
花
押
が
優
越
す
る
社
会

で
、
印
判
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
こ
の
播
磨
の
事
例
は
か
な
り
特

異
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
彼
女
た
ち
は
花
押
で

は
な
く
印
判
を
据
え
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

花
押
を
用
い
な
く
な
っ
た
女
性
は
印
判
を

使
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

と
き
に
そ
の
人
物
の
人
格
の
象
徴
と
も
み

な
さ
れ
る
花
押
と
無
機
質
で
文
書
の
大
量
発

給
に
適
し
た
印
判
、
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
花
押
と
印
判
で
は
意
味
が
違

う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
印
判
を
女
性
が
用
い
る
意
味
は
如

何
？

　

興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ら
に
事
例

を
収
集
し
、
謎
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

利
文
書
に
も
女
性
の
花
押
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

真
言
宗
の
古
刹
東
寺
（
京
都
市
南
区
）
は

弘
法
大
師
空
海
ゆ
か
り
の
寺
で
す
が
、
中
世

に
は
現
世
安
穏
や
後
生
菩
提
を
祈
念
す
る
多

く
の
人
々
が
空
海
を
祀
る
西
院
御
影
堂
に

土
地
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
永
享
一
〇
年

（
一
四
三
七
）一
一
月
に
土
肥
元
益
と
い
う
武

士
が
田
地
を
寄
進
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
寄

進
状
は
妻
と
思
し
き
藤
原
氏
女
意
妙
と
連
名

に
な
っ
て
お
り
、
意
妙
も
室
町
武
家
様
（
ぶ

け
よ
う
）
の
花
押
を
据
え
て
い
ま
す
（
東
寺

百
合
文
書
メ
函
）（
写
真
２
）。

　

琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
竹
生
島
（
都
久
夫
須
麻

神
社
と
宝
厳
寺
）は
弁
財
天
女
を
祀
り
、湖
北

地
域
を
中
心
に
広
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
が
、

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
三
月
に
は
浅
井
直

政
（
亮
政
の
養
父
）
と
そ
の
母
「
浅
井
後
室

慶
集
」
が
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
二
月

に
は
亮
政
の
娘
「
藤
原
氏
女
鶴
千
代
」
と
夫

で
あ
る
明
政
が
そ
れ
ぞ
れ
連
名
で
田
地
を
寄

進
し
て
い
ま
す（
竹
生
島
文
書
）。
寄
進
状
に

据
え
ら
れ
た
慶
集
・
鶴
千
代
の
花
押
は
、
男

性
よ
り
は
や
や
簡
略
で
は
あ
り
ま
す
が
武
家

様
の
花
押
で
す
。

　

但
し
、
こ
こ
に
あ
げ
た
意
妙
・
慶
集
・
鶴

千
代
は
い
ず
れ
も
相
応
の
身
分
・
地
位
の
あ

る
武
士
の
妻
室
で
す
。
一
六
世
紀
・
戦
国
時

代
に
も
身
分
あ
る
女
性
は
花
押
を
使
っ
た
よ

状
〈
西
大
寺
文
書
〉
な
ど
）。

　

一
般
に
、
中
世
後
期
に
な
る
と
女
性
、
と

く
に
公
家
や
武
家
と
い
っ
た
上
層
階
級
の
女

性
は
家
の
内
部
に
押
し
込
め
ら
れ
て
表
舞
台

に
立
つ
こ
と
は
少
な
く
な
る
、
つ
ま
り
女
性

の
社
会
的
地
位
が
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
女
性
の
花
押
使
用
事
例
の
減
少

も
そ
の
表
れ
な
の
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
播
磨
守
護
赤
松
政
則
の
後
室
洞

松
院
が
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
一
）
前

半
に
分
国
支
配
の
た
め
黒
印
状
を
発
給
し
て

い
た
こ
と
を
以
前
紹
介
し
ま
し
た
が
（
本
学

『
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』二
六
号
所
収

な
く
自
分
本
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証
・
証
明

す
る
た
め
で
す
が
、
足
利
将
軍
は
花
押
を
制

定
す
る
“
花
押
始
め
”
と
い
う
儀
式
を
経
て

初
め
て
公
文
書
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
花
押
を
持
つ
と
い
う

こ
と
は
社
会
的
責
任
を
果
た
し
う
る
者
と
し

て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

前
近
代
の
日
本
は
基
本
的
に
男
性
中
心
の

社
会
で
す
か
ら
、
公
家
、
武
家
、
在
地
社
会

（
荘
園
村
落
）、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
私
信
・

公
文
書
に
か
か
わ
ら
ず
文
書
の
発
給
者
（
署

判
者
）
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
す
。
女
性
が

し
た
た
め
た
書
状
や
女
官
・
女
房
が
天
皇
な

ど
主
人
の
意
を
奉
じ
て
発
給
し
た
女
房
奉
書

な
ど
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
は
署
名
を

す
る
こ
と
も
稀
で
、
花
押
と
な
る
と
圧
倒
的

に
少
な
い
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
女
性
の
花
押
が
無
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
鎌
倉
時
代
に
は
女
性
の
地

頭
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
建

治
三
年
（
一
二
七
七
）
六
月
一
五
日
に
藤
原

氏
女
（
う
じ
め
、
う
じ
の
に
ょ
。
藤
原
氏
出

身
の
女
性
と
い
う
意
味
）
が
肥
前
国
晴
気
保

地
頭
職
を
子
息
弥
松
に
譲
渡
し
た
譲
状
に
は

氏
女
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
宗
像

神
社
文
書
）。藤
原
氏
女
の
花
押
は
当
時
の
男

性
武
士
の
花
押
と
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
売
買
証
文
や
寄
進
状
と
い
っ
た
権

う
で
す
が
、
例
え
ば
東
寺
百
合
文
書W

EB

や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
検
索
し
て
み
る
と
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に

は
そ
れ
な
り
に
み
ら
れ
た
女
性
の
花
押
使
用

の
事
例
が
、
一
五
世
紀
に
な
る
と
少
な
く
な

る
印
象
を
受
け
ま
す
。
ま
た
夫
妻
な
ど
男
女

が
連
署
す
る
寄
進
状
・
売
買
証
文
で
は
、
男

性
は
署
判
（
署
名
＋
花
押
）
す
る
が
女
性
は

署
名
の
み
で
花
押
は
据
え
な
い
と
い
う
事
例

も
見
ら
れ
ま
す
（
応
永
二
五
年
四
月
二
九
日

玄
祐
・
藤
原
性
金
女
連
署
畠
地
寄
進
状
〈
今

堀
日
吉
神
社
文
書
〉、明
応
七
年
八
月
一
八
日

報
春
庵
藤
原
氏
女
明
室
宗
清
田
地
作
職
寄
進

　

日
本
中
世
の
女
性
の
花
押
（
か
お
う
）
と

印
判
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

花
押
と
は
自
筆
の
サ
イ
ン
の
こ
と
で
す
。

草
書
体
（
く
ず
し
字
）
に
よ
る
署
名
（
草

名
）
が
符
号
化
・
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
て
一
一

世
紀
頃
に
成
立
し
、
署
名
の
下
に
記
さ
れ
た

り
（「
花
押
を
据
え
る
」
と
表
現
し
ま
す
）、

あ
る
い
は
署
名
は
な
く
花
押
単
独
で
据
え
ら

れ
た
り
し
て
、
平
安
時
代
後
期
以
降
広
く
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

鎌
倉
幕
府
の
創
始
者
で
あ
る
源
頼
朝
は

「
頼
」
の
「
束
」
と
「
朝
」
の
「
月
」
を
組
み
合

わ
せ
た
花
押
を
用
い
ま
し
た
。
ま
た
尊
氏
以

下
歴
代
足
利
将
軍
の
花
押
は「
義
」の
く
ず
し

字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
（
写
真
１
）。

　

花
押
を
据
え
る
の
は
、
現
在
の
サ
イ
ン
同

様
、
そ
の
文
書
を
し
た
た
め
た
の
が
間
違
い

7（写真１）　建武３年９月５日足利尊氏御内書（本学所蔵）

（写真2）　 永享10年11月日土肥元益・藤原氏女意妙連署田地寄進状（東寺百
合文書メ函）（京都府立京都学・歴彩館「東寺百合文書WEB」より）



C
H
R
O
N
O
S

タ
ン
バ
イ
し
た
姿
勢
を
取
る
女
性
に
重
ね
る

よ
う
に
、
上
部
に
鯨
の
骨
格
の
透
視
図
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
き
わ
め
て
独
創
的
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ま
す
。
私
見
に
よ
る

と
、「
私
」
が
眠
れ
な
い
・
眠
ら
な
い
事
象

を
、
そ
の
生
活
や
家
族
関
係
か
ら
切
り
離
し

て
捉
え
な
お
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
地
に
足
を
つ
け
て
生

き
る
人
間
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
宇

宙
空
間
に
浮
遊
す
る
生
命
体
と
し
て
捉
え
直

そ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
る

で
、
海
中
を
遊
泳
す
る
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
。

そ
こ
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
独
自
の
世

界
観
が
加
味
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
コ
ミ
ッ
ク
版

も
イ
ラ
ス
ト
本
も
、
原
作
小
説
を
ベ
ー
ス
に

し
つ
つ
、
海
外
の
画
家
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
受
容
を
描
出
し
た
、
新
た
な
作
品
に
な
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

の
時
代
、
国
際
日
本
文
化
の
時
代
に
、
小
説

の
楽
し
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

和
感
を
描
い
た
作
品
で
す
。
歯
科
医
と
結
婚

し
、
小
学
生
の
息
子
が
い
る
「
私
」
が
、「
眠

れ
な
く
な
っ
て
も
う
一
七
日
め
に
な
る
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
作
品
は
始
ま
り
ま
す
。

不
眠
の
な
か
で
彼
女
は
長
い
ロ
シ
ア
の
小
説

を
読
み
た
い
と
思
い
立
ち
ま
す
。
ト
ル
ス
ト

イ
の
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』、
こ
れ
が

人
妻
の
恋
愛
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
こ
と
に

も
、
作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
潜
ん
で
い
る
で

し
ょ
う
。
不
自
由
の
な
い
平
穏
な
結
婚
生
活

に
底
流
す
る
、
夫
へ
の
違
和
感
、
や
が
て
夫

に
似
て
く
る
で
あ
ろ
う
息
子
へ
の
不
信
感
。

　

読
み
進
め
る
本
の
ペ
ー
ジ
の
間
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
欠
片
を
発
見
し
た
「
私
」
は
、
夫

に
禁
じ
ら
れ
て
買
わ
な
く
な
っ
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
無
性
に
食
べ
た
く
な
っ
て
、
買
い

に
行
き
ま
す
。そ
ん
な
出
来
事
を
皮
切
り
に
、

彼
女
は
眠
ら
な
い

0

0

0

0

日
々
を
続
け
て
い
く
の
で

す
が
、
夫
は
そ
れ
に
気
づ
き
ま
せ
ん
。
何
が

あ
っ
て
も
目
覚
め
な
い
夫
を
「
立
派
な
も
の

い
ま
す
。（
原
作
に
は
な
く
て
、
読
者
の
笑

い
を
誘
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。）
な
か
で
も
、

苺
の
色
鮮
や
か
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
原
作
に
は
「
そ
し
て
台
所
の
冷

蔵
庫
か
ら
苺
を
出
し
て
食
べ
た
」
と
あ
る
だ

け
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
バ
ン
ド
デ
シ
ネ
で
は

夜
の
暗
闇
、
フ
ロ
ア
ー
ス
タ
ン
ド
の
薄
明
の

な
か
に
、
真
っ
赤
に
浮
き
上
が
る
パ
ッ
ク
に

詰
ま
っ
た
苺
が
鮮
や
か
で
あ
り
、「
ア
ン
ッ
」

と
口
を
開
け
「
モ
グ
モ
グ
」
と
食
べ
る
様
子

が
、
四
コ
マ
に
渡
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
「
私
」
が
眠
ら
な
い
世
界
に
い
る
間

は
べ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
電
子
時
計
の
示
す
時
刻

は
「
91
：
06
」
や
、「
49
：
71
」
と
あ
り
得
な

い
時
刻
表
示
が
な
さ
れ
、「
私
」
が

現
実
世
界
に
戻
る
と
「
00
：
30
」

と
通
常
に
復
し
て
い
ま
す
。
漫
画

家
の
遊
び
心
が
う
か
が
え
て
、
楽

し
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
視

覚
的
に
表
現
す
る
難
点
も
指
摘
で

き
ま
す
。
夫
の
顔
を「
私
」は
不
思

議
な
顔
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼

は
妻
の
友
人
に
も
、
患
者
に
も
好

か
れ
る
好
人
物
で
す
。
そ
の
人
、

自
分
の
夫
の
顔
を
絵
に
描
い
て
み

よ
う
と
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
、

不
思
議
な
顔
と
し
か
言
い
表
せ
な

い
、こ
こ
に
は
、「
私
」と
夫
と
の
根

本
的
な
へ
だ
た
り
が
横
た
わ
っ
て 辻

本 

千
鶴
　
本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

「
眠
り
」
三
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
読
む

作
　
品
　
の
　
ウ
　
チ
　
ソ
　
ト

7

　

外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
海
を
渡
っ
た
村
上
春

樹
作
品
が
、
か
の
地
で
新
し
い
意
匠
を
得
て

日
本
に“
里
帰
り
”す
る
現
象
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
短
編
小
説
「
眠

り
」（
初
出『
文
學
界
』一
九
八
九
年
一
一
月
）

に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
版
バ
ン
ド
デ
シ
ネ
、
ド

イ
ツ
版
イ
ラ
ス
ト
本
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ン
ド
デ
シ
ネ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
一
般

読
者
に
向
け
た
絵
本
と
い
う
趣
で
す
。
日
本

の
コ
ミ
ッ
ク
本
の
よ
う
な
モ
ノ
ク
ロ
菊
版
で

は
な
く
、彩
色
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
大
型
本
で
す
。

「
眠
り
」
は
Ｊ
ｃ
ド
ゥ
ヴ
ニ
翻
案
、Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｌ

の
漫
画
で
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
再
び
日
本
語
に
訳
さ
れ
、「H

A
RU

K
I 

M
U

RA
K

A
M

I 9 ST
O

RIES

」1
の
一
冊
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。海
外
で
の
発
売
、

流
布
、
受
容
状
況
に
触
れ
る
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
日
本
で
入
手
可
能
な
三
冊
の

「
眠
り
」
を
読
み
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
眠
り
」は
あ
る
女
性
の
結
婚
生
活
へ
の
違

だ
」
と
評
す
る
彼
女
の
な
か
に
、
夫
（
や
息

子
）
が
血
統
的
に
持
つ
「
自
己
充
足
性
」
へ

の
嫌
悪
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

読
書
に
耽
っ
た
翌
朝
は
、
い
つ
も
よ
り
空

腹
を
覚
え
、ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
泳
い
で

も
疲
れ
る
こ
と
な
く
、
全
身
の
肌
は
つ
や
つ

や
と
若
返
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で
「
私
」

は
、こ
れ
ま
で
の
、現
在
の
生
活
・
人
生
へ
の

Ｎ
Ｏ
！
を
体
現
し
て
い
る
の
で
す
。
図
書
館

で
解
説
書
を
読
ん
だ「
私
」は
、生
活
に
お
け

る「
傾
向
的
消
費
」を
解
消
す
る
た
め
に
睡
眠

が
あ
る
と
と
ら
え
、傾
向
的
に
消
費
さ
れ
た

く
な
い
と
思
い
、「
眠
ら
な
い
」こ
と
を
選
び

取
り
ま
す
。（
論
理
的
に
は
因
果
を
逆
転
さ
せ

た
誤
解
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で

は
問
い
ま
せ
ん
。）結
末
部
、夜
中
の
ド
ラ
イ

ブ
先
で
停
車
中
、
影
の
よ
う
な
も
の
に
車
を

揺
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
作
品
は
終
わ
り
、
な

ん
と
も
心
地
の
悪
い
読
了
感
が
漂
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
短
編
小
説
が
、
バ
ン
ド
デ
シ

ネ
で
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の

か
、
原
作
小
説
と
の
違
い
に
着
目
し
て
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
極
め
て
効
果
的
に
働
い
て
い
ま
す
。
夜

間
の
場
面
を
中
心
に
全
体
が
黒
、
濃
紺
で
描

か
れ
て
い
る
な
か
、『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ

ナ
』
の
作
中
世
界
は
鮮
や
か
な
色
彩
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
夫
が
昼
食
の
た
め
に
帰
宅
し

た
時
に
は
、
本
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
彼
女

は
ロ
シ
ア
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
て
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
読
め
ま
す
。
夫
の
「〈
不
思
議
〉

と
し
か
表
現
の
し
よ
う
が
な
い
」
顔
は
作
品

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
は
漫
画
で
の
表
現
を
超
え
て
い

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｌ
描
く
夫

の
顔
は
平
凡
な
東
洋
人
に
は
見
え
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
不
思
議
な

顔
」を
漫
画
に
す
る
難
し
さ
。読
者
の
想
像
力

に
直
接
訴
え
る
小
説
の
方
が
、
か
え
っ
て
表

現
可
能
性
が
大
き
く
な
る
一
例
で
し
ょ
う
。

　

次
に
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
、
日
本
に
里
帰

り
し
た
イ
ラ
ス
ト
本
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

タ
イ
ト
ル
を
「
ね
む
り
」2
と
改
め
、カ
ッ
ト
・

シ
ン
メ
ッ
ク
の
イ
ラ
ス
ト
を
配
し
て
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
九
三
ペ
ー
ジ
の
う
ち
、
イ

ラ
ス
ト
は
二
二
ペ
ー
ジ
。
濃
紺
を
基
調
と
す

る
白
抜
き
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
他
の
彩
色
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

シ
ン
メ
ッ
ク
の
イ
ラ
ス
ト
が
特
徴
的
な
の

は
、
原
作
に
は
な
い
動
物
が
い
く
つ
も
描
か

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ク
ワ
ガ
タ
、
ミ
ツ
バ

チ
、
ク
ラ
ゲ
、
カ
モ
シ
カ
、鯨
、熱
帯
魚
、鳥
、

猿
。
一
方
、「
私
」
の
夫
も
子
供
も
登
場
し

て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
瞼
を
閉
じ
て
俯
く

女
性
の
首
か
ら
上
が
描
か
れ
て
い
る
イ
ラ
ス

ト
で
は
、
頭
部
に
五
つ
、
首
元
に
ひ
と
つ
、

大
き
な
ク
ラ
ゲ
が
あ
り
、
背
景
に
も
多
く
の

ク
ラ
ゲ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
私
」

が
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
場
面
で
は
、
背
泳
ぎ
に
ス

　“
里
帰
り
”し
た
ハ
ル
キ
・
ム
ラ
カ
ミ
　

1　

Ｊ
ｃ
ド
ゥ
ヴ
ニ
と
Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｌ
の
コ
ン
ビ
で
村
上
春
樹
の

短
編
九
作
品
を
バ
ン
ド
デ
シ
ネ
化
し
た
シ
リ
ー
ズ
。
日
本

で
は
二
〇
一
七
年
六
月
～
二
〇
二
一
年
九
月
に
ス
イ
ッ

チ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
他
に
は
「
パ

ン
屋
再
襲
撃
」、「
か
え
る
く
ん
、
東
京
を
救
う
」、「
七

番
目
の
男
」、「
タ
イ
ラ
ン
ド
」
な
ど
が
あ
る
。

2　

日
本
語
版
『
ね
む
り
』（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、新
潮
社
）

の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
内
容
を
大
き
く
書
き
直
す
の

で
は
な
く
、
文
章
的
に
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
し
て

み
た
い
」、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
と
区
別
す
る
た
め
に
タ
イ
ト

ル
の
表
記
を
変
え
た
と
す
る
村
上
の
言
及
が
あ
る
。

１）村上春樹 / 原作、Jc ドゥヴニ / 翻訳、PMGL/ 漫画
　  『HARUKI MURAKAMI 9 STORIES 「眠り」』

２）村上春樹／著 、
　  カット・メンシック／
　  イラストレーション
　  『ねむり』
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あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、軍
事
的
緊
張
と
女
性
首
長
と
の
関

係
も
ま
た
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ロ
ー
マ
軍

が
ブ
リ
テ
ン
島
に
押
し
寄
せ
た
時
、ケ
ル
ト
諸

民
族
を
束
ね
て
反
乱
を
お
こ
し
た
の
は
ブ
ー

デ
ィ
カ
（Boudica

）
と
い
う
女
王
で
し
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
政
治
的
な
役
割
が
「
女

性
／
男
性
に
向
い
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、

無
意
識
の
偏
見
、
近
現
代
的
な
思
考
、
と
く

に
個
人
を
取
り
巻
く
価
値
観
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
偏
見
や
価
値
観
こ
そ
、
人
生
を
束
縛

し
、
払
拭
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
も
思
い

ま
す
。
社
会
の
問
題
は
、
選
択
式
な
の
で
は

な
く
、
論
述
式
で
答
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
過
去
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
正
解
に

近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

深
い
遺
跡
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｖヴ

イ
ッ
ク
ス

ｉ
ｘ
遺
跡
。
紀

元
前
六
世
紀
末
の
墳
墓
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

鉄
器
時
代
、
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
文
化
期
の
遺

跡
で
あ
り
、
要
塞
集
落
と
墳
墓
が
発
掘
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、“
王
女
の
墓
”
と
さ

れ
る
一
号
墳
で
は
、
四
輪
の
荷
台
に
被
葬
者

が
安
置
さ
れ
、
青
銅
器
や
ギ
リ
シ
ャ
土
器
な

ど
含
め
、
豊
か
な
副
葬
品
が
お
さ
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
な
か
で
も
目
を
惹
く
の
は
、一
・

六
ｍ
と
人
の
背
丈
ほ
ど
あ
る
青
銅
容
器
ク
ラ

テ
ー
ル（krate

―r

）で
す
。
こ
の
青
銅
器
は
ワ

イ
ン
と
水
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
酒
器
で
す
が
、

ゴ
ル
ゴ
ン
（Gorgo

―n

）
の
装
飾
が
あ
り
、
ギ

リ
シ
ャ
本
土
で
つ
く
ら
れ
た
特
鋳
品
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
文
化
期
後

半
は
「P

プ

ラ

ン

シ

ポ

テ

rincipautés

」
の
時
代
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
に
う
ま
く
翻
訳

す
る
こ
と
が
難
し
い
そ
う
で
す
が
、「
公
国
」

に
近
く
、貴
族
が
存
在
す
る
社
会
で
す

3）
。
支

配
者
は
男
性
で
は
「Prince

」、女
性
で
あ
る

場
合
「Princesse

」
と
さ
れ
、
ど
れ
も
ラ
テ

ン
語
の「P

プ
リ
ン
ケ
プ
ス

rinceps

」に
近
い
意
味
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
供
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
王
あ
る
い
は
女
王
と
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
世
襲
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。そ
し
て
、世
襲
は
男

系
継
承
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
古
墳
時
代
に
つ
い
て
も
あ
て

は
ま
り
ま
す
。
西
暦
三
～
四
世
紀
の
日
本
で

は
古
墳
に
女
性
が
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
は
す
く

な
く
あ
り
ま
せ
ん

4）
。
た
と
え
ば
、兵
庫
県
三

木
市
の
与
呂
木
古
墳
は
、
四
世
紀
後
半
の
古

墳
で
す
が
、
人
骨
が
遺
存
し
て
お
り
、
小
柄

な
体
形
と
小
ぶ
り
な
頭
顔
部
を
特
徴
と
す
る

女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す

5）
。

ほ
か
の
古
墳
の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
み
て

も
地
域
を
統
治
し
た
古
墳
の
被
葬
者
は
男
女

比
で
い
う
と
一
：
一
。
現
代
の
方
が
不
平
等

で
あ
る
の
は
、
な
ん
だ
か
皮
肉
で
、「
元
始
女

性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
は
邪
馬
台

国
の
女
王
卑
弥
呼
を
想
起
す
れ
ば
、
間
違
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
軍
事
的
緊

張
が
高
ま
る
西
暦
五
世
紀
に
は
、
古
墳
被
葬

者
の
男
性
比
率
が
増
加
す
る
と
い
う
傾
向
も

治
面
で
は
一
一
三
位
、
経
済
面
で
は
一
二
〇

位
と
順
位
が
か
な
り
下
が
り
ま
す
。
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
即
し
て
み
る
と
、
高
校
生
、
大

学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
青
年
期
に
男
女
間

の
不
平
等
が
顕
在
化
し
、
こ
の
時
期
が
分
岐

点
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
社
会
は
ど
う
し
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
不
平
等
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
本
学
で

は
二
〇
二
三
年
度
よ
り
重
点
研
究
分
野
「
女

性
の
歴
史
を
学
び
、女
性
の
未
来
を
考
え
る
」

の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
調
査
を
す
す
め
て
い
ま
す

2
。

　

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

成
果
は
、
こ
れ
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
く
予
定

で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

中
で
、
私
自
身
も
日
本
社
会
に
蔓は

び
こ延

っ
て
い

る
不
平
等
の
起
源
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
専
門
と
す
る

考
古
学
は
、
遺
跡
の
発
掘
に
よ
っ
て
人
類
の

過
去
を
数
百
年
は
も
と
よ
り
、
数
千
年
、
数

万
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
復
元
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
成
果
に
接
す
れ
ば
接
す
る
ほ
ど
、
人
類

の
長
い
歴
史
の
中
で
男
女
の
経
済
格
差
、
政

治
へ
の
参
加
の
問
題
は
ご
く
最
近
の
こ
と
の

よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
す
（
も
っ
と
も
私
の

感
覚
で
は
、
奈
良
時
代
は
比
較
的
新
し
い
時

代
で
す
）。
そ
う
い
う
思
考
に
至
っ
た
、興
味

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
国
際
連
合
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
一
つ
で
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
例
年
公
表
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

1

で
は
、
二
〇
二
四
年
に
お
い
て
も
、
日
本
は

一
五
六
カ
国
中
一
一
八
位
と
低
迷
を
続
け
て

い
ま
す
。
Ｇ
７
で
は
最
下
位
で
す
。
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

　

課
題
解
決
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
を
具
体
的
に

み
て
み
る
と
、
日
本
の
順
位
は
健
康
が
五
八

位
、
教
育
は
七
二
位
で
、
教
育
の
中
で
も
識

字
率
、
中
等
教
育
就
学
率
は
男
女
で
完
全
平

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
高
等
教
育

就
学
率
で
は
男
女
の
不
平
等
が
広
が
り
、
政

【
参
考
文
献
】

1　

https://w
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介
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史
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。
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●
連
載
●
イ
ギ
リ
ス
女
性
生
活
誌

語
り
伝
え
ら
れ
た
衛
生
知
識
、

育
児
法
、
そ
し
て
家
政
学

た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
国
民
効
率
」
の
改
善
を

求
め
る
声
が
高
ま
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
マ

ン
・
パ
ワ
ー
の
確
保
の
観
点
か
ら
出
産
・
育

児
の
問
題
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
ヘ
ル
ス
・
ヴ
ィ

ジ
タ
ー
、
す
な
わ
ち
訪
問
保
健
婦
の
制
度
化

へ
と
つ
な
が
っ
た
の
だ
が
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
詳
し
く
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

　

一
方
、
Ｄ
群
は
、
理
想
の
家
庭
、
妻
・
母

の
在
り
方
を
説
く
内
容
で
あ
る
が
、
家
族
の

安
寧
を
脅
か
す
夫
の
パ
ブ
通
い
（
飲
酒
癖
）

や
手
に
負
え
な
い
子
供
を
話
題
に
し
て
そ
れ

は
す
べ
て
妻
の
家
庭
管
理
の
ま
ず
さ
、
母
親

の
浅
慮
に
起
因
す
る
と
い
う
の
が
基
本
論
調

で
あ
り
、
中
に
は
道
徳
的
説
教
に
終
始
す
る

も
の
も
あ
っ
た
。
中
流
階
級
の
「
家
庭
の
神

聖
」
と
い
う
価
値
・
規
範
を
全
面
に
押
し
出

す
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
「
貧
民
」

女
性
、
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
女
性
に
語
っ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー

マ
ン
は
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
」
の
役
割

れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
が
編

纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

Ａ
群
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
区
分
で
き
る

と
言
っ
て
も
当
然
な
が
ら
内
容
は
重
な
り
合

い
、
相
互
に
補
完
し
あ
う
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
衛
生
・
保
健
の
基
礎
知
識
（Law

s of 
H

ealth
）
を
扱
う
Ｂ
群
、出
産
・
育
児
を
め
ぐ

る
心
得
、
正
し
い
育
児
法　

哺
乳
瓶
授
乳
に

つ
い
て
の
注
意
喚
起
な
ど
を
扱
う
Ｃ
群
、
良

き
家
庭
の
営
み
方
、
妻
・
母
と
し
て
の
務
め
や

料
理
術
を
扱
う
Ｄ
群
、
そ
し
て
疾
病
に
か
か

わ
る
注
意
喚
起
を
意
図
し
て
、
予
防
法
（
種

痘
な
ど
）、
公
衆
衛
生
的
観
点
か
ら
の
対
処
、

看
病
法
な
ど
を
扱
う
Ｅ
群
の
四
つ
で
あ
る
。

　

労
働
者
階
級
を
対
象
と
し
た
衛
生
知
識
、

観
念
の
普
及
の
た
め
の
小
冊
子
、
書
物
は
、

前
回
触
れ
た
時
代
状
況
か
ら
分
か
る
よ
う
に

他
の
組
織
に
よ
っ
て
も
幾
つ
か
発
行
さ
れ
て

お
り
、
Ｂ
群
の
内
容
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

し
か
し
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
小
冊
子
で
は
、
何
と
い
っ

て
も
女
性
を
明
確
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

　

伝
道
組
織
の
聖
書
販
売
員
と
し
て
貧
民
家

庭
を
定
期
的
に
訪
れ
割
賦
代
金
を
徴
収
す
る

か
た
わ
ら
女
性
た
ち
の
話
し
相
手
や
指
導
者

と
な
り
価
値
あ
る
教
え
を
伝
え
る
役
割
を

担
っ
た
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
。
前
回
、
彼
女

た
ち
が
伝
え
た
知
識
・
情
報
に
は
い
わ
ゆ
る

「
衛
生
思
想
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、こ
の

「
衛
生
思
想
」は
産
業
革
命
を
経
て
工
業
化
社

会
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る
も
の
と
し

て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
バ
イ
ブ

ル
ウ
ー
マ
ン
が
伝
達
に
す
る
に
あ
た
っ
て
手

引
き
と
な
っ
た
の
が
婦
人
衛
生
協
会
（
Ｌ
Ｓ

Ａ
と
略
）
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
で

あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
た
。
今
回
は
、
こ
の

小
冊
子
に
着
目
し
て
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
の

訪
問
先
の
女
性
た
ち
、
す
な
わ
ち
貧
民
と
呼

ば
れ
た
労
働
者
階
級
の
女
性
た
ち
に
伝
え
よ

う
と
し
た
内
容
に
つ
い
て
語
り
た
い
。

　

Ｌ
Ｓ
Ａ
が
発
行
し
た
小
冊
子
は
、
そ
の
題

材
、
内
容
に
応
じ
て
大
ま
か
に
五
つ
に
区
分

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
明
確

を
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
言
い
換

え
れ
ば
価
値
観
の
押
し
つ
け
に
外
な
ら
ず
、

説
教
臭
さ
と
も
相
ま
っ
て
当
時
の
労
働
者
階

級
女
性
が
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
念
を
抱
か
せ
る
内

容
で
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
説
教
臭
さ
を
除
い
た
具
体

的
事
例
説
明
は
、一
九
世
紀
後
半
に「
家
政
学

dom
estic science

」
と
し
て
成
立
す
る
学

問
教
育
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
る
内
容
で
あ
っ

た
。「
家
政
」
が
公
教
育
制
度
の
小
学
校
に

お
い
て
「
出
来
高
払
い
」
対
象
科
目
、
す
な

わ
ち
認
定
科
目
と
な
る
の
は
一
八
七
八
年
で

あ
る
の
で
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
小
冊
子
は
、
そ
う
し

た
教
育
課
程
の
先
鞭
と
な
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
は
小
冊

子
を
そ
の
ま
ま
読
み
聞
か
せ
た
わ
け
で
は
な

く
、
た
い
て
い
の
場
合
、
そ
れ
か
ら
得
た
知

識
・
情
報
を
口
頭
で
、
つ
ま
り
お
し
ゃ
べ
り

を
通
し
て
、
そ
れ
も
繰
り
返
し
て
聞
か
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ

ン
活
動
の
神
髄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
種

の
口
コ
ミ
は
現
代
の
よ
う
に
無
数
の
情
報
源

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
あ
の
時
代
の
労

働
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
バ
イ
ブ
ル

ウ
ー
マ
ン
の
訪
問
を
受
け
入
れ
て
い
る
女
性

た
ち
に
は
一
定
の
影
響
力
を
持
ち
え
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

る
の
で
、
版
を
重
ね
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

と
な
っ
た
の
は
Ｃ
群
と
Ｄ
群
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
こ
そ
が
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
の
活
動
が
注
目

さ
れ
た
理
由
で
も
あ
っ
た
。

　

Ｃ
群
は
Ｌ
Ｓ
Ａ
発
足
当
初
か
ら
力
を
入
れ

て
い
た
内
容
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
中
葉
に

公
衆
衛
生
の
必
要
を
社
会
に
認
識
さ
せ
る
原

動
力
に
な
っ
た
も
の
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
チ
ャ

ド
ウ
ィ
ッ
ク
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た

『
労
働
者
階
級
の
衛
生
状
態
に
関
す
る
報
告
』

が
あ
る
。
大
規
模
な
調
査
に
基
づ
く
実
例
報

告
と
数
量
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
衛
生
状
況
の
劣

悪
さ
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
健
康
水
準
の
低

さ
を
明
ら
か
に
し
て
中
流
階
級
以
上
の
支
配

層
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と

り
わ
け
衝
撃
的
で
あ
っ
た
の
が
乳
幼
児
死
亡

率
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
労
働
者
居
住
区
で
は

新
生
児
の
五
分
の
一
が
生
後
一
年
以
内
に
死

亡
し
成
人
に
達
す
る
者
は
半
数
も
い
な
い
と

い
う
実
情
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
一
八
五
七
年
結
成
の
Ｌ
Ｓ
Ａ
は
衛
生
知
識

に
基
づ
く「
正
し
い
」育
児
法
の
普
及
に
よ
っ

て
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
乳
幼
児
死
亡
の
防

止
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
九
世
紀
末
に
近
づ
く
と
、
改
め

て
Ｃ
群
の
小
冊
子
の
内
容
や
そ
の
普
及
方
法

が
社
会
政
策
上
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な

る
。
列
強
国
家
に
よ
る
帝
国
主
義
の
風
潮
が

高
ま
る
な
か
で
米
独
の
追
い
上
げ
の
ま
え
に

「
世
界
の
工
場
」の
地
位
を
追
わ
れ
つ
つ
あ
っ

に
中
流
階
級
女
性

に
向
け
た
も
の

（
Ａ
群
と
す
る
）で

あ
っ
た
。
衛
生
問

題
の
深
刻
性
、
改

革
の
重
要
性
を
説

き
、
そ
れ
へ
の
対

処
を
訴
え
る
啓
発

目
的
の
も
の
、
中

流
階
級
女
性
な
ら

で
は
問
題
（
乳
母

に
よ
る
代
理
授
乳

や
コ
ル
セ
ッ
ト
に

よ
る
過
度
の
締
め

付
け
な
ど
）
を
指

摘
し
改
善
を
う
な

が
す
も
の
な
ど
が

含
ま
れ
、
ま
た
初

期
に
は
Ｌ
Ｓ
Ａ
の

広
報
宣
伝
を
意
図

す
る
も
の
も
発
行

さ
れ
て
い
た
。
設

立
趣
意
に
明
記
さ

れ
て
い
る
よ
う

に
、元
来
、Ｌ
Ｓ
Ａ

は
衛
生
知
識
（
健

康
法
則
）
を
全
て

の
階
級
に
普
及
さ

せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
。
そ

第　　 　　　回

Ａ　中流階級女性を対象とした啓蒙、広報
　　「衛生改革における女性の役割 
� Women’s Work in Sanitary Reform」
Ｂ　衛生・保健の基礎知識
　　「安上がりの医師、それは新鮮な空気
� The Cheap Doctor : A Word about Fresh Air」
　　「良質な食品が持つ価値 The Value of Good Food 」 
　　「健康的な家庭の秘訣 Secret of a Healthy Home」
　　「身体が日々行っている驚くべき働き 
� Every-Day Wonders of Bodily Life」
Ｃ　育児・母体に関わる教え
　　「母親の健康が持つ意味
� The Health of Mothers, with Engravings of Infant’s Clothes」

　　「乳児の育て方 How to Manage a Baby」
　　「子育てとは種まきである Sowing the Seed」
　　「子供を洗うことの意味 Washing the Children」
Ｄ　家政　良き家庭の営み方、妻、母の務め
　　「結婚するつもりであるなら About to Marry」
　　「家庭的な安らぎとは Something Homely」
　　「誰が失敗したのか？ Whose Fault is It ?」
　　「理想の妻とは A Model Wife」
Ｅ　疾病：予防、対処、看病
　　「いつ種痘を受けましたか？ When Were You Vaccinated?」
　　「はしか、母親が心得るべきこと Measles : a Tract for Mothers

※LSA発行小冊子タイトル抜粋一覧（小冊子巻末頁より松浦作成）



近
代
日
本
音
楽
史
を

彩
る
女
性
た
ち

佐野 仁美
本学発達教育学部
児童教育学科教授

13
最初の声楽リサイタル
を開催した日本人
原 信子（その3 ）

た
オ
ペ
ラ
が
、
今
ま
で
歌
っ
て
い
た
外
国
の

オ
ペ
ラ
よ
り
直
接
に
ピ
ッ
タ
リ
と
、
自
分
の

声
に
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
感
じ
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
で︽
蝶
々
夫
人
︾と
本
居

長
世
の
歌
曲
を
録
音
し
た
原
で
す
が
、
日
本

語
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚
に
従
っ
た
オ
ペ
ラ
の
良

さ
に
気
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、︽
夕

鶴
︾
は
八
〇
〇
回
を
超
え
る
上
演
回
数
を
誇

る
日
本
人
の
創
作
オ
ペ
ラ
の
代
表
作
と
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
原
信
子
は
、
オ
ペ
ラ
へ

の
一
途
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
帝
劇
オ
ペ

ラ
や
浅
草
オ
ペ
ラ
か
ら
抜
け
出
し
て
イ
タ
リ

ア
で
長
く
勉
強
し
、
一
流
の
音
楽
家
と
交
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ペ
ラ
の
真
髄
に
触
れ
、

そ
れ
を
日
本
に
移
そ
う
と
し
ま
し
た
。
外
国

オ
ペ
ラ
の
抜
粋
、
翻
訳
が
中
心
で
あ
っ
た
日

本
の
初
期
の
オ
ペ
ラ
事
情
か
ら
日
本
の
本
格

的
な
創
作
オ
ペ
ラ
に
至
る
道
程
を
経
験
し
た

歌
手
の
一
人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

化
で
外
国
人
が
排
斥
さ
れ
て
も
、
政
府
か
ら

厚
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
楽
壇
は
ど
こ
も
不

況
で
、本
場
の
オ
ペ
ラ
の
経
営
も
苦
し
い
が
、

真
面
目
な
、
本
格
的
な
芸
術
的
音
楽
会
は

却
っ
て
盛
ん
で
日
本
の
よ
う
に
流
行
唄
に
圧

倒
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

原
の
回
想
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
プ

リ
マ
ド
ン
ナ
の
気
分
で
有
頂
天
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
で
端
役
よ
り
も
歌
え

な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
コ
ッ
ト
ー
ネ
に
つ
い

て
真
剣
に
勉
強
し
た
後
、
ル
ッ
ス
か
ら
発
声

の
基
礎
と
指
揮
者
の
ピ
ネ
ッ
テ
ィ
ー
か
ら
レ

ジ
ェ
ー
ロ
な（
軽
い
）動
き
や
楽
器
的
な
声
や

宗
教
的
な
声
と
い
っ
た
声
の
使
い
分
け
を
習

い
ま
し
た
。発
声
法
を
学
ん
で
声
を
つ
く
り
、

作
品
を
一
つ
一
つ
習
っ
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

ミ
ラ
ノ
の
ダ
ル
・
ヴ
ェ
ル
メ
劇
場
で
は
、

︽
蝶
々
夫
人
︾の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し

て
プ
ッ
チ
ー
ニ
と
知
り
合
い
、「
こ
こ
は
こ
の

よ
う
な
気
持
ち
で
」
と
い
う
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
ス
カ
ラ
座
で

は
毎
日
三
、四
時
間
指
揮
者
に
つ
い
て
歌
と

演
技
を
教
わ
り
、
一
月
の
う
ち
二
〇
日
間
は

ス
タ
ジ
オ
に
通
う
と
い
う
日
々
を
送
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か
良
い
役
を
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
作
曲
家
の
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
や
ト

ス
カ
ニ
ー
ニ
か
ら
は
楽
譜
に
忠
実
な
演
奏
を

す
る
よ
う
に
厳
し
く
指
導
さ
れ
、
ま
た
、
言

売
さ
れ
ま
し
た
。一
一
月
二
三
日
に
は
、山
田

耕
筰
指
揮
の
日
本
放
送
交
響
楽
団
と
︽
蝶
々

夫
人
︾︽
イ
リ
ス
︾
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
同

日
の
読
売
新
聞
朝
刊
で
は
、
一
九
二
四
年
に

イ
タ
リ
ア
の
メ
ラ
ー
ノ
で
初
め
て
演
じ
て
か

ら︽
イ
リ
ス
︾を
約
四
〇
回
、︽
蝶
々
夫
人
︾は

ア
メ
リ
カ
で
二
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
九
年
間

五
〇
〇
回
以
上
歌
っ
た
こ
と
、︽
イ
リ
ス
︾
の

作
曲
者
マ
ス
カ
ー
ニ
か
ら
教
え
を
受
け
、
イ

リ
ス
歌
手
と
し
て
折
り
紙
を
つ
け
ら
れ
た
こ

と
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

原
は
、
一
九
三
五
年
に
第
一
回
原
信
子
研

究
所
員
発
表
会
、
一
九
三
九
年
に
日
比
谷
公

会
堂
で
原
信
子
歌
劇
団
旗
上
げ
公
演
を
行
う

な
ど
、
徐
々
に
後
進
の
指
導
に
活
動
の
軸
足

を
移
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
戦
後
の
原

の
特
筆
す
べ
き
舞
台
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
︽
夕

鶴
︾を
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。劇
作
家
木
下

順
二
が
日
本
の
民
話「
鶴
女
房
」を
も
と
に
書

き
、
演
劇
と
し
て
大
成
功
し
た
戯
曲
に
、
團

伊
玖
磨
が
オ
ペ
ラ
と
し
て
改
め
て
作
曲
し
た

︽
夕
鶴
︾
は
、
藤
原
義
江
主
宰
の
藤
原
歌
劇
団

に
よ
り
一
九
五
二
年
一
月
末
か
ら
二
月
に
か

け
て
大
阪
、
東
京
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
つ

う
を
演
じ
た
原
は
、
團
の
現
代
音
楽
に
よ
っ

て
新
し
い
性
格
の
つ
う
が
出
来
て
く
る
の

で
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
古
い
つ
う
と
新
し

い
つ
う
が
ケ
ン
カ
し
て
困
っ
た
が
、
勉
強
し

て
い
く
う
ち
に
こ
の
日
本
人
だ
け
で
作
ら
れ

で
す
。
原
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
タ

リ
ア
人
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
カ
ル
ー
ソ
ー
の
全

盛
で
あ
り
、︽
蝶
々
夫
人
︾
を
演
じ
る
の
は

初
め
て
で
、
先
生
に
訊
ね
た
り
、
自
分
で
考

え
た
り
し
て
夢
中
で
や
っ
た
と
語
っ
て
い
ま

す
。
一
九
二
一
年
二
月
一
二
日
の
東
京
朝
日

新
聞
朝
刊
に
よ
れ
ば
、
日
本
を
題
材
に
し
た

︽
蝶
々
夫
人
︾︽
イ
リ
ス
︾に
出
演
し
て
い
た
原

が
、
衣
装
を
調
達
す
る
た
め
に
社
会
主
義
者

片
山
潜
の
娘
で
ダ
ン
ス
を
研
究
し
て
い
た
従

妹
の
安
子
と
一
時
帰
国
し
ま
し
た
。
同
年
三

月
二
六
日
に
は
帝
劇
で
帰
朝
記
念
演
奏
会
を

開
い
て
、︽
蝶
々
夫
人
︾
の
ア
リ
ア
や
本
居
長

世
の
歌
曲
の
演
奏
と
安
子
の
舞
踊
を
行
い
、

再
度
渡
米
し
ま
す
。

　

原
は
一
九
二
二
年
に
一
時
帰
国
し
て
、
イ

ギ
リ
ス
人
弁
護
士
の
ジ
ョ
ン
・
ガ
ス
ビ
ー
と

結
婚
し
て
英
国
籍
と
な
り
ま
す
が
、
三
ヶ
月

後
に
は
渡
米
し
ま
す
。
震
災
後
の
一
九
二
四

年
に
は
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
一
九
二
九
年
に

は
日
本
人
と
し
て
最
初
の
ス
カ
ラ
座
の
専
属

歌
手
と
な
り
ま
し
た
。
一
九
三
四
年
一
月
五

日
の
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
で
は
、
一
九
二
四

年
九
月
に
ト
リ
エ
ス
タ
市
の
劇
場
で
、
続
け

て
あ
ち
こ
ち
の
歌
劇
場
で
歌
っ
た
こ
と
、
し

か
し
ど
う
し
て
も
ス
カ
ラ
座
に
出
た
い
と
思

い
、
五
回
目
の
試
験
で
、︽
イ
リ
ス
︾
と
︽
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
︾
を
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
の
前
で
歌
っ

て
よ
う
や
く
合
格
し
た
こ
と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

葉
の
意
味
を
深
く
掘
り
下
げ
て
細
か
い
と
こ

ろ
を
理
解
し
て
役
に
な
り
き
る
こ
と
を
学
ん

で
い
き
ま
し
た
。
日
本
人
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
に

求
め
ら
れ
て
い
た
役
が︽
蝶
々
夫
人
︾で
あ
っ

た
わ
け
で
、
当
時
の
西
洋
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

へ
の
関
心
が
う
か
が
え
ま
す
。
二
〇
世
紀
前

半
の
世
界
的
指
揮
者
の
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
を
通

し
て
、
原
が
ロ
マ
ン
主
義
を
脱
却
し
た
新
即

物
主
義
と
呼
ば
れ
る
演
奏
様
式
に
触
れ
て

い
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
九
三
一
年
四
月
三
日
の
東
京
朝
日
新
聞
朝

刊
に
は
、ナ
ポ
リ
に
お
け
る
︽
蝶
々
夫
人
︾
の

上
演
が
盛
況
で
、
大
公
妃
か
ら
賛
辞
を
得
た

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
三
四
年
一
月
二
日
に
帰
国
し
た
原

は
、
日
本
で
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
会
館
で
聴
い
た
原
の︽
ト
ス
カ
︾︽
椿
姫
︾

︽
蝶
々
夫
人
︾
の
演
奏
に
つ
い
て
、
評
論
家

の
伊
庭
孝
は
一
月
一
九
日
の
読
売
新
聞
朝
刊

で
、
以
前
と
は
丸
っ
き
り
違
っ
た
声
の
柔
ら

か
さ
と
甘
さ
、
輝
き
が
あ
り
、
理
知
的
に
処

理
さ
れ
た
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
を
挙
げ
て
、
イ
タ

リ
ー
式
の
誇
張
は
な
く
芸
術
的
歌
手
で
あ
る

と
評
し
て
い
ま
す
。
一
月
二
五
日
に
日
比
谷

公
会
堂
で
第
一
回
帰
朝
音
楽
会
を
開
き
、
二

月
九
日
に
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
が
放
送
さ
れ
、
三
月
に
は

コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら︽
蝶
々
夫
人
︾の〈
あ
る
晴

れ
た
日
に
〉や︽
泊
り
舟
︾の
レ
コ
ー
ド
が
発

　

日
本
の
オ
ペ
ラ
事
情
に
失
望
し
た
原
信
子

（
一
八
九
三
―
一
九
七
九
）は
、
一
九
一
九

（
大
正
八
）年
一
〇
月
に
渡
米
し
、
作
曲
者
で

指
揮
者
の
ロ
ク
サ
ス
に
つ
い
て
勉
強
中
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

『
日
本
オ
ペ
ラ
史
～
１
９
５
２
』
に
よ
る
と
、

一
九
二
〇
年
九
月
二
五
日
と
一
〇
月
八
日
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
歌
劇
場
の
サ
ン
・
カ
ル
ロ
歌

劇
団
の
公
演
で
︽
蝶
々
夫
人
︾
の
主
役
を
務

め
ま
す
。
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
に
は
、「
真
に
東

洋
的
な
ほ
っ
そ
り
し
た
優
雅
な
姿
と
立
ち
居

振
舞
⋮
悲
し
げ
で
生
硬
な
声
だ
が
美
し
い
高

音
」
と
の
評
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
三
浦
環

も
歌
っ
た
サ
ン
・
カ
ル
ロ
歌
劇
団
は
、
ア
メ

リ
カ
本
土
を
中
心
と
し
た
旅
回
り
の
歌
劇
団

【
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要
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献
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Ｎ
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彼
女
が
展
開
し
た
「
母
体
免
疫
仮
説
」
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
男
性

同
性
愛
者
の
い
る
一
族
は
、
女
性
（
母
、
母
方
祖
母
、
母
方
お
ば
な
ど
）

に
多
産
傾
向
が
み
ら
れ
、
結
果
と
し
て
子
孫
は
繁
栄
し
ま
す
が
、
そ
の

代
償
と
し
て
時
々
男
子
に
同
性
愛
者
が
現
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
理
由

は
、
多
産
家
系
と
い
う
こ
と
は
時
々
兄
の
多
い
男
子
が
存
在
し
ま
す
。

そ
の
母
親
の
体
内
に
は
、
長
兄
、
次
兄
と
男
子
が
宿
る
度
に
、
女
性
に

と
っ
て
異
物
で
あ
る
男
性
に
対
す
る
抗
体
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の

抗
体
の
影
響
で
、
後
に
生
ま
れ
た
男
の
子
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
男
性

性
が
弱
め
ら
れ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
説
で
す
。

　

こ
れ
は
、
諸
説
あ
る
中
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
し
、
二
〇
一
二
年
の

本
な
の
で
、
そ
の
後
学
説
は
変
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
良
い
人

間
関
係
を
作
る
上
で
の
と
て
も
大
事
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
気
が
し
ま
し

た
。
誰
か
に
違
和
感
を
抱
い
た
り
反
発
を
覚
え
た
り
し
た
と
き
、
す
ぐ

に
反
応
し
な
い
で
広
い
視
野
を
持
と
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
に
見

え
て
な
い
な
ん
ら
か
の
事
情
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
し
て
み
る

こ
と
で
す
。

　

女
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
に
絡
む
問
題
は
、
社

会
と
し
て
は
包
摂
的
な
仕
組
み
を
作
っ
て
対
応
す
べ
き
で
す
が
、
個
人

の
日
々
の
レ
ベ
ル
で
は
、「
自
分
に
は
見
え
て
な
い
な
に
か
が
あ
る
」
と

想
像
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
大
事
だ
と
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
す
。
相
手
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
、
性
別
に
関

係
な
く
で
す
。

の
は
女
の
矛
盾
に
な
り
、「
女
は
分
か
ら
な
い
」
と
ぼ
や
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
逆
も
し
か
り
で
、
女
は
「
男
っ
て
な
ん
で
こ
ん
な
に
バ
カ
な

の
」
と
嘆
く
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
内
な
る
矛
盾
の
中
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
絡
ん
だ
矛
盾
を
上

手
に
表
現
し
た
の
が
、
ラ
ッ
セ
ル
・
ベ
イ
カ
ー
の
自
伝
『
グ
ロ
ー
イ
ン

グ
・
ア
ッ
プ
』4）
の
一
節
で
す
。
ベ
イ
カ
ー
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
米
紙

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
で
す
が
、
強
烈
な
個
性
の
自
分
の
母
に
つ
い
て
こ
ん
な

風
に
書
い
て
い
ま
す
。「
母
の
男
性
観
は
、
二
〇
世
紀
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
、
奇
妙
に
ま
じ
り
あ
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
母
に
、
男
に
対
す
る
怒
り
と
、
ズ

ボ
ン
に
代
表
さ
れ
る
不
公
平
な
特
権
に
対
す
る
憤
り
を
植
え
け
た
。（
中

略
） 

母
は
い
く
ら
か
は
、
女
王
に
も
な
り
た
が
っ
た
。
平
等
を
求
め
る

現
代
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
、
女
性
は
社
会
的
に
は
清
ら
か
で
気
高
い
存

在
で
あ
り
、
文
明
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
保
護
さ
れ
、
い
つ
く
し
ま
れ

る
べ
き
特
別
な
創
造
物
で
あ
る
と
す
る
一
九
世
紀
的
女
性
観
は
母
の
な

か
で
葛
藤
し
て
い
た
」。こ
う
し
た
融
け
あ
う
こ
と
の
な
い
二
つ
の
価
値

観
を
内
に
抱
え
る
人
は
少
な
く
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
を
責
め
る

気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
だ
っ
て
見
え
て
な
い
だ
け
で
き
っ
と
そ

う
な
の
で
す
。

　

最
後
に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
本
で
心
に
残
っ
た
こ
と

を
書
き
ま
し
ょ
う
。
竹
内
久
美
子
と
い
う
動
物
学
者
の『
同
性
愛
の
謎
』5）

で
す
。こ
れ
は
、子

孫
を
残
さ
な
い
と

い
う
、
生
物
の
本

能
に
反
す
る
性
向

を
持
つ
人
が
な
ぜ

い
る
の
か
と
い
う

動
物
学
者
と
し
て

の
関
心
か
ら
書
か

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
読
書
体
験
の
中
で
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
る
女
性
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

四
〇
年
ほ
ど
前
、大
学
受
験
に
失
敗
し
て
、こ
れ
か
ら
一
年
浪
人
か
と

嘆
き
な
が
ら
畳
の
上
に
寝
転
が
っ
て
読
ん
だ
の
が
水
上
勉
の
『
五
番
町

夕
霧
楼
』1
で
し
た
。
夕
子
と
い
う
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
薄
幸
の
遊
女

が
主
人
公
の
話
で
す
。
そ
ん
な
世
界
が
残
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
も
の
の
、
京
都
へ
の
興
味
が
俄
然
沸
い
て
き
て
、
二
年
目
は
京
都
の

大
学
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
関
東
人
の
私
と
京
都
の
縁
で
す
。
八
年

前
に
再
び
京
都
に
住
み
驚
い
た
の
で
す
が
、
四
〇
年
前
の
町
の
印
象
は

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
で
し
た
。

　

大
学
に
入
り
禁
欲
生
活
か
ら
解
き
放
た
れ
、
さ
あ
ど
う
す
る
と
思
っ

た
と
こ
ろ
へ
、
友
達
か
ら
読
め
と
渡
さ
れ
た
の
が
、
柴
田
翔
の
『
贈
る

言
葉
』2）
で
し
た
。
こ
れ
は
、
一
人
の
女
子
学
生
の
、
自
分
の
将
来
の
夢

や
そ
れ
を
阻
む
壁
な
ど
の
苦
し
み
の
物
語
で
す
。
あ
る
と
き
彼
女
が
恋

人
の
男
子
学
生
と
今
後
の
二
人
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す
な
か
で
「
男
だ

か
ら
判
ら
な
い
ん
だ
わ
」
と
言
い
放
ち
ま
す
。
彼
は
「
そ
れ
は
、
ぼ
く

も
判
っ
て
い
る
こ
と
を
、
君
は
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
反
論
し
ま

す
。
詳
細
は
省
き
ま
す
が
、
と
も
か
く
こ
の
や
り
と
り
に
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
何
も
経
験
す
る
前
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
境
界
の
向
こ
う
に

は
、
自
分
は
見
え
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
ま
っ
た
く
見
え
て
な
い
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
、見
え
な
い
部
分
を
解
説
し
て
く
れ
た
の
が
ジ
ョ
ン
・
グ
レ

イ
と
い
う
米
人
作
家
の
『
男
は
火
星
か
ら
、
女
は
金
星
か
ら
（
原
題
は

M
en A

re from
 M

ars, W
om

en A
re from

 V
enus: T

he Classic 
Guide to U
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pposite Sex

）』3）
で
す
。タ
イ
ト
ル

の
通
り
、
太
古
の
昔
、
男
は
火
星
か
ら
女
は
金
星
か
ら
や
っ
て
き
て
地

球
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
長
い
歳
月
の
う
ち
に
両
者
は
同
じ
地
球

人
だ
と
思
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
生
ま
れ
た
惑
星

が
違
う
ほ
ど
お
互
い
異
質
な
生
物
だ
と
い
う
話
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
夫
は
「M

r. Fix-It

」
と
表
現
さ
れ
、
家
庭
内
に
問
題
が

あ
る
と
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
を
見
つ
け
て
す
ぐ
に
修
理
し
、
そ
れ
で
す

べ
て
完
了
と
思
い
ま
す
。
奥
さ
ん
は
不
満
解
決
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

り
、
迅
速
に
対
応
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
何
が
問
題
な
の
か
分
か
ら
な
い
話
し
方
は
、M

r. Fix-It

は
苦
手
で
す
。

　

一
方
、
奥
さ
ん
の
方
は
「H

om
e-Im

provem
ent Com

m
ittee

」
と

表
現
さ
れ
、
家
庭
内
の
諸
々
の
事
を
常
に
改
善
し
よ
う
と
し
ま
す
。
諸

事
と
は
主
に
夫
の
こ
と
で
す
。
夫
の
方
は
、
結
婚
す
る
ま
で
の
長
年
染

み
付
い
た
習
慣
で
す
か
ら
簡
単
に
直
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
奥
さ
ん
は
決
し
て
諦
め
ず
夫
の
悪
癖
を
直
そ
う
と
す
る
の
で
す
。

男
女
の
特
徴
を
本
当
に
う
ま
く
説
明
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

男
女
の
違
い
な
く
た
い
て
い
人
は
内
に
矛
盾
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
矛
盾
に
は
気
づ
か
ず
、
身
近
な
ひ
と
の
矛
盾
は
気
づ
い
て
し
ま

い
ま
す
。
男
に
と
っ
て
身
近
な
ひ
と
と
は
、
母
に
始
ま
り
恋
人
、
奥
さ

ん
へ
と
継
が
れ
ま
す
。
男
同
士
は
、
父
と
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LIME 通信
　大阪・関西万博が「いのち輝く未来社会のデザイン」
をテーマに４月に開幕します。“When women thrive,
humanity thrive（女性の繁栄は人類の繁栄）”をコン
セプトに女性のエンパワーメントに焦点を当てた展
示やイベントを行う「ウーマンズパビリオン」が設
置され、ジェンダー問題の視点から解決策を提案
する重要なスポットとして注目されそうです。
　万博とは、各国がその時代の社会課題や未来の
ビジョンをテーマに技術・文化・社会の進展を共
有する国際博覧会で、その歴史の中でジェンダー
問題がさまざまな形で反映されてきました。最初
のロンドン万博（1851年）では女性の参画は極めて
限られていたものの、シカゴ万博（1893年）で計画
から運営までを女性が担う女性館が初めて建設さ

れ、最近ではドバイ万博（2020年）の女性館が女性
の社会貢献に光を当てたパビリオンとして成功を
収めています。日本では高度経済成長期を象徴し
た大阪万博（1970年）開催の頃から女性が社会で果
たす役割についての意識が高まり始め、半世紀を
経て大阪・関西万博「ウーマンズパビリオン」の
展示で可視化されることになります。
　過去の万博では表面的にはジェンダー平等を謳
う一方で、運営や意思決定における女性の実質的
な参画は依然として少ないことが課題でした。持
続可能な社会の構築に女性が果たす重要性が強調
されるいま、これまでの歴史を踏まえてジェンダー
問題への対応がどのように展開されるのか、今回
のパビリオンに期待したいところです。（西野）

2025年度 女性歴史文化研究所シンポジウム

　女性の社会での活躍が課題と広く認識され、政府や社会で取組みが始まってから長い年月が経ってい
ます。男女雇用機会均等法から40年、女性活躍推進法からも既に10年が経過しますが、なかなか成果が
上がりません。国際機関が示すジェンダー・ギャップ指数でも、わが国は先進国最下位です。
　その一因として、企業など組織に縛られる日本型の働き方があるといわれています。それでは専門職
であり、サラリーマンとは違って組織からもある程度自立できる看護職はどのように働き、活躍している
のでしょうか。主に女性看護職の働き方を手がかりに、働く女性をとらえるジェンダーの構造を考えます。

ジェンダーの構造を考える ―見えない枠を超えて、未来を創る―

日　時

2025年6月14日（土）13時00分～16時00分
会　場

キャンパスプラザ京都 JR「京都駅」烏丸中央口より徒歩約 5分

講　師

荒見 玲子 （名古屋大学大学院法学研究科 総合法政専攻 教授）
那須ダグバ 潤子 （京都橘大学看護学部看護学科 准教授）
コーディネーター

竹内 直人 （京都橘大学経済学部経済学科 教授）

＜定員＞ 250名　※事前申込制　　＜受講料＞ 無料
＜申込方法＞ ４月14日（月）9：00より受付開始（先着順）
　本学HPの申込フォーム（右記二次元コードからアクセス）・E-mail・電話・FAXにて受付。
　①講座名　②氏名（漢字・フリガナ）　③郵便番号　④住所　⑤電話番号を添えてお申込みください。
　複数名でお申込みの場合は、全員分のお名前をお知らせください。
＜申込・問合せ先＞ 
　京都橘大学 女性歴史文化研究所（学術振興課）
TEL．075-574-4186（直通）　＊受付時間 9：00～17：00（土日祝を除く）
FAX．075-574-4149　 E-mail aca-ext@tachibana-u.ac.jp


